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質
実
剛
健
の

　気
風
を
高
揚
し

共
に
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る
真
理

共
に
育
む
友
愛

共
に
尊
ぶ
礼
節

共
に
鍛
え
る
心
身

金 高 新 聞 第164号平成 30 年 7 月 20 日（１）

　

社
会
的
に
大
き
な
波
紋
を
呼

ん
だ
、
日
本
大
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
悪
質
な
反

則
問
題
。
日
大
が
設
置
し
た
第

3
者
委
員
会
は
悪
質
タ
ッ
ク
ル

が
同
部
の
監
督
ら
の
指
示
に
よ

る
も
の
だ
と
認
定
し
、
フ
ェ
ア

で
あ
る
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

で
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
か
、

連
日
議
論
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
要
因
の
一
つ
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
界
に
あ
る
「
勝
利
至
上

主
義
」
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
と
思
う
。
ロ
シ
ア
の
革

命
家
レ
フ
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
は

「
何
か
が
目
的
を
正
当
化
す
る

か
ぎ
り
、
目
的
は
手
段
を
正
当
化

す
る
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い

る
。
勝
利
と
い
う
目
的
に
固
執
す

る
あ
ま
り
、
フ
ェ
ア
ネ
ス
を
捨
て

る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
た
こ
と

が
、
こ
の
事
件
を
生
ん
だ
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
本
来
の

目
的
と
は
、
勝
利
す
る
こ
と
だ
け

で
は
な
い
と
私
は
思
う
。
私
自
身

の
体
験
に
な
る
が
、
体
育
の
授
業

で
バ
レ
ー
の
サ
ー
ブ
が
は
じ
め
て

決
ま
っ
た
時
、
ひ
た
す
ら
練
習
し

て
得
た
技
術
が
試
合
の
中
で
活
か

せ
た
嬉
し
さ
と
充
足
感
は
普
段
の

生
活
で
は
味
わ
え
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
達
成
感
や
仲
間
と

の
交
流
が
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
な

の
だ
。

　

ま
た
、
先
月
か
ら
始
ま
っ
た

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

は
、
前
評
判
に
反
し
て
日
本
代
表

が
奮
闘
し
、
日
本
中
が
大
い
に
湧

い
た
。
監
督
が
急
に
代
わ
り
、
不

安
の
声
が
上
が
る
中
、
選
手
た
ち

が
試
合
を
通
じ
て
成
長
す
る
姿

に
、
い
つ
し
か
そ
の
よ
う
な
声
は

消
え
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。
多

く
の
人
が
選
手
に
愛
着
を
持
ち
、

一
丸
と
な
っ
て
応
援
す
る
姿
が
見

ら
れ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
中
で
得
ら
れ

る
充
足
感
や
団
結
力
、
プ
レ
ー
の

外
で
人
々
が
繋
が
る
応
援
の
輪
。

そ
う
い
っ
た
も
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ

で
し
か
得
ら
れ
な
い
価
値
で
あ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
が
こ
れ
だ
け
続
い

て
い
る
理
由
で
も
あ
る
の
だ
。
し

か
し
、「
勝
利
至
上
主
義
」
は
こ

う
い
っ
た
も
の
を
な
い
が
し
ろ
に

し
て
い
く
。
選
手
は
強
さ
の
み

を
求
め
ら
れ
、
試
合
は
よ
り
シ

ビ
ア
に
辛
い
も
の
と
な
っ
て
い

く
。
そ
の
果
て
に
は
「
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
」
こ
と
の
終
わ
り

が
あ
る
と
私
は
思
う
。

　

今
回
の
事
件
を
機
に
、
今
一

度
ス
ポ
ー
ツ
の
目
的
に
目
を
向

け
て
い
き
た
い
。
勝
利
ば
か
り

に
囚
わ
れ
る
こ
と
へ
の
危
険
性

を
知
り
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
こ
そ

が
至
上
命
題
で
あ
る
と
の
信
念

の
も
と
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
み
な

ら
ず
観
戦
者
た
ち
も
一
丸
と

な
っ
て
、
本
当
の
意
味
で
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
造
っ
て
い
き

た
い
。

（
新
聞
部
部
長　
仮
坂　
美
香
子
）

「よりよい学校へ」
意気込み強く

「よりよい学校へ」
意気込み強く

「よりよい学校へ」
意気込み強く

～前期生徒会執行部始動～
　

平
成
30
年
度
前
期
生
徒
会
執
行
部
役
員
は
４
月
24
日
に
選
出
さ
れ
、
新
し
い
生
徒
会
が
始
動
し

た
。
今
回
２
年
生
な
が
ら
前
期
会
長
に
就
任
し
た
神
田
会
長
を
は
じ
め
、
メ
ン
バ
ー
は
一
致
団
結

し
て
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
等
に
取
り
組
み
、
校
内
外
で
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

平成30年度前期
生徒会執行部

ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
本
当
の
意
味

－

「
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
至
上
主
義
」を
求
め
る－

　

熱
意
あ
ふ
れ
る
ス
ピ
ー
チ
で
聴

衆
を
魅
了
し
た
神
田
会
長
は
「
生

徒
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を

学
校
全
体
で
共
有
し
、
検
討
で
き

る
よ
う
な
体
制
に
し
て
い
き
た

い
」
と
2
年
生
ら
し
く
意
欲
に
満

ち
た
様
子
で
語
っ
た
。

　

副
会
長
の
佐
原
君
は
「
生
徒
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
学
校
に
し
た

い
」
と
語
り
、
同
じ
く
副
会
長
の

中
村
さ
ん
は
「
生
徒
全
員
が
共
に

楽
し
み
、
共
に
喜
ぶ
よ
う
な
学
校

に
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

書
記
の
大
屋
君
は
「
生
徒
会
の

で
き
る
範
囲
で
、
生
徒
の
要
望
を

実
現
さ
せ
た
い
」
と
述
べ
、
同
じ

く
書
記
の
大
泉
さ
ん
は
「
笑
顔
で

マ
ナ
ー
を
守
り
、
自
立
し
た
生
徒

を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。

　

会
計
の
吉
田
君
は
「
あ
い
さ
つ

が
し
っ
か
り
で
き
る
学
校
に
し
た

い
」
と
語
り
、
同
じ
会
計
の
森
さ

ん
は
「
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
が
あ
ふ

れ
る
学
校
を
作
り
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

　

執
行
役
員
の
西
田
さ
ん
、
中
島

君
、
松
田
君
、
角
崎
さ
ん
、
足
立

君
は
「
生
徒
の
手
本
に
な
り
た

い
」「
活
気
を
あ
ふ
れ
さ
せ
た

い
」「
個
性
の
あ
る
高
校
に
変
え

た
い
」
な
ど
と
各
々
の
抱
負
を

語
っ
た
。

　

金
沢
高
校
の
伝
統
を
大
切
に
し

な
が
ら
生
徒
の
声
に
基
づ
い
た
改

革
も
行
っ
て
ほ
し
い
。

　

本
校
校
舎
の
全
面
改
築
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
す
る
。
現
在
の
校
舎
の
敷
地
に
あ
る
建
物
に
加

え
、
東
側
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
に
新
た
な
教
室
棟
が
設
け
ら
れ
る
。
食
堂
や
全
面
人
工
芝
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
対
応
し
た
教
室
等
の
整
備
が
改
築
の
中
心
と
な
り
、
工
事
開
始
か
ら
３

年
半
後
の
２
０
２
２
年
春
に
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
年
は
新
任
の
先
生
８
名
が
着
任
さ
れ
た
。
今
年
の
新
任
の

先
生
方
は
ユ
ニ
ー
ク
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
持
ち
の
先
生
方
が
多

い
。
新
聞
部
で
は
先
生
方
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

―
ご
出
身
は
？

　

大
阪
府
阪
南
市
で
す
。
和
歌
山

県
に
近
く
、
海
が
す
ぐ
隣
の
田
舎

で
す
。

―
趣
味
は
何
で
す
か
？

　

漫
画
を
読
む
こ
と
で
す
。「
鋼

の
錬
金
術
師
」
が
お
気
に
入
り

で
す
。

―
金
沢
高
校
の
印
象
は
？

　

個
性
豊
か
な
生
徒
が
多
い
印
象

が
あ
り
ま
す
。

―
趣
味
は
何
で
す
か
？

　

読
書
で
す
。
い
つ
も
部
屋
と
車

の
中
に
本
を
数
冊
お
い
て
、
同
時

に
読
ん
で
い
ま
す
。
や
は
り
教

育
に
関
し
て
の
本
を
多
く
読
み

ま
す
。

―
金
沢
高
校
の
印
象
は
？

　

学
校
全
体
が
と
て
も
明
る
く
、

よ
く
挨
拶
し
て
く
れ
ま
す
。

―
高
校
時
代
の
思
い
出
は
？

　

合
唱
部
で
の
思
い
出
が
一
番
で

す
。
そ
の
時
に
一
緒
に
頑
張
っ
た

仲
間
は
40
年
た
っ
た
今
も
交
流
が

あ
り
ま
す
。

―
金
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

皆
さ
ん
の
か
け
が
え
の
な
い
三

年
間
を
大
切
に
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
宝
物
の
よ
う
な
思

い
出
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
く
だ

さ
い
。

―
高
校
時
代
の
思
い
出
は
？

　

部
活
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
頑
張
っ

た
こ
と
で
す
。 

―
趣
味
は
何
で
す
か
？

　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
す
。
特
に
高

校
野
球
が
大
好
き
な
の
で
、
甲
子

園
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。 

―
金
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

授
業
以
外
で
も
声
を
掛
け
て
く

れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
楽
し
い
高

校
生
活
に
し
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

―
ご
出
身
は
？

　

静
岡
県
静
岡
市
で
す
。
お
茶
と

み
か
ん
と
わ
さ
び
が
有
名
で
す
。

―
趣
味
は
何
で
す
か
？

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
す
。
音
楽
で

は
ｂａ
ｃ
ｋ 

ｎ
ｕ
ｍ
ｂｅ
ｒ
が
好
き

で
す
。

―
金
高
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

高
校
時
代
に
い
い
思
い
出
を
た

（
カ
ッ
コ
内
は
教
科
・
職
員
室
）

新

紹
任

介

く
さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

―
高
校
時
代
の
思
い
出
は
？

　

部
活
動
の
野
球
に
毎
日
励
ん
で

い
た
こ
と
で
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で
し
た
。

―
金
沢
高
校
の
印
象
は
？

　

温
か
み
の
あ
る
大
好
き
な
学
校

で
す
。

―
金
高
生
に
メ
ッ
―
セ
ー
ジ
を
。

　

お
互
い
に
充
実
し
た
毎
日
を
送

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　

計
画
に
よ
る
と
、
新
校
舎
で
は

す
べ
て
の
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ

接
続
等
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
が
可
能
な
環
境
が
整
え
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
教
室
で
行
わ

れ
る
授
業
は
ど
う
変
わ
っ
て
い

く
の
か
、
今
後
が
非
常
に
楽
し

み
だ
。

　

さ
ら
に
昼
食
の
時
間
に
生
徒
ら

が
利
用
で
き
る
食
堂
が
新
設
さ

れ
、
ク
ラ
ス
や
学
年
を
越
え
て
交

校
舎
全
面
改
築
今
秋
ス
タ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

全
教
室
に
整
備

食
堂
の
新
設
や

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

―
高
校
時
代
の
思
い
出
は
？

　

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン

グ
で
3
年
間
国
体
選
手
で
し
た
。

今
で
も
「
陸
よ
り
水
」
派
で
、
3

㎞
な
ら
走
る
よ
り
泳
ぐ
方
が
好
き

で
す
。

―
趣
味
は
何
で
す
か
？

　

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
筋
ト
レ
で
す
。

―
金
沢
高
校
の
印
象
は
？

　

私
も
本
校
の
卒
業
生
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
挨
拶
は
い
つ
も
キ
ラ
キ

ラ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

流
が
生
ま
れ
る
憩
い
の
場
と
な
り

そ
う
だ
。

　

現
在
は
正
面
か
ら
入
っ
て
す
ぐ

に
校
舎
と
な
っ
て
い
る
が
、
完
成

後
は
ま
ず
人
工
芝
と
な
っ
た
緑
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
目
に
入
る
配
置
と

な
り
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る
空
間
と

な
る
。

　

杉
浦
外
美
夫
校
長
は
「
新
た
な

時
代
の
教
育
に
向
け
て
、
教
育
の

内
容
充
実
に
合
わ
せ
て
環
境
面
も

し
っ
か
り
と
整
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
金
沢
高
校
で
の
3
年

間
が
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も

の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
新
校
舎
へ

の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

■会長
神田　基成（2年1組）

■副会長
中村　愛佳（3年3組）
佐原　　樹（3年7組）

■書記
大屋　和輝（3年9組）
大泉有理紗（2年8組）

■会計
森　　彩華（2年4組）
吉田　成希（2年5組）

■執行委員
足立　大樹（3年9組）
松田　凪都（2年2組）
中島　広貴（2年5組）
西田　　鼓（2年7組）
角崎　景南（2年8組）

12
人
の抱負

を
聞
く

蔓
延
す
る勝利

至
上
主
義

Ｗ
杯
が
感
動
呼
ぶ

生徒に笑顔で挨拶をする執行部メンバーたち

新校舎の外観図

間
瀬

　永二
郎
　先生

（
地
歴
公
民
・
第
二
職
員
室
）

西

　桂

　子
　先生

（
家
庭
・
調
理
準
備
室
）

桑
原

　昌宏
　先生

（
英
語
・
進
学
指
導
室
）

喜
多

　桃子
　先生

（
国
語
・
図
書
室
）

鳥
羽

　椋也
　先生

（
理
科
・
生
徒
会
指
導
室
）

薮
内

　竣平
　先生

（
地
歴
公
民
・
保
健
環
境
室
）

榎
本

　紀葉
　先生

（
保
健
体
育
・
生
徒
指
導
室
）

主　張
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剣 道

ソフトボール

柔 道

県高校総体特集

ハンド
ボール

女子
バレーボール
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団
体
団
体

男女で
栄冠つかむ

男
子・女
子
テ
ニ
ス

　

県
高
校
総
体
男
子
テ
ニ
ス
競
技

は
5
月
31
日
か
ら
6
月
3
日
に
か

け
て
、
城
北
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
で

行
わ
れ
、
本
校
男
子
テ
ニ
ス
部
は

団
体
決
勝
で
泉
丘
に
勝
利
し
、
2

連
覇
を
飾
っ
た
。
個
人
で
は
宮
永

竜
聖
君
（
3
年
4
組
）
が
準
優
勝
、

個
人
ダ
ブ
ル
ス
で
は
北
市
貴
裕
君

（
3
年
9
組
）・
宮
永
君
ペ
ア
が

優
勝
と
い
う
結
果
を
収
め
た
。

　

部
長
の
佐
藤
駿
矢
君
（
3
年
10

組
）
は
「
引
退
が
か
か
っ
た
大
き

な
大
会
だ
っ
た
た
め
、
3
年
生
の

試
合
に
か
け
る
思
い
の
す
ご
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
優
勝
と
い
う
結
果

は
、
こ
れ
ま
で
全
力
で
部
活
動
に

励
み
、
た
く
さ
ん
涙
を
流
し
た
か

ら
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

と
振
り
返
っ
た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

◇
団
体

2
回
戦　

金
沢　
3－

0　
小　

松

3
回
戦　

金
沢　
2－

0　
小
松
工

準
決
勝　

金
沢　
2－
0　
星　

稜

決　

勝　

金
沢　
2－
0　
泉　

丘

◇
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

宮
永
竜
聖 

準
優
勝　

川
尻
虎
南（
3
年
3
組
） 

3
位

佐
藤
駿
矢 

ベ
ス
ト
8

　

県
高
校
総
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
は
6
月
2
日
、
3
日
に
金
沢
市

専
光
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
行
わ

れ
た
。
本
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は

6
年
連
続
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

部
長
の
藤
井
美
月
さ
ん
（
3
年

2
組
）
は
「
苦
し
い
場
面
が
続
き

ま
し
た
が
、
全
員
で
守
り
切
り
優

勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
残
り

2
ヵ
月
、
日
本
一
に
向
か
っ
て
さ

ら
に
練
習
を
積
み
重
ね
、
全
国
で

こ
の
喜
び
を
全
員
で
味
わ
い
ま

す
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

2
回
戦　

金
沢　
10－

0　
大
聖
寺

準
決
勝　

金
沢　
7－

0　
金
沢
西

決　

勝　

金
沢　
1－

0　
津　

幡

 

優
勝

【
北
信
越
大
会
結
果
】

1
回
戦　
金
沢　
8－

0　
富
山
東（
富
山
）

準
々
決
勝　
金
沢　
12－

2　
長
野
商
業（
長
野
）

準
決
勝　
金
沢　
4－

1　
門　

前

決　

勝　
金
沢　
5－

4　
滑　

川（
富
山
）

 

優
勝

　

県
高
校
総
体
剣
道
競
技
が
5
月

31
日
か
ら
6
月
2
日
に
か
け
て
羽

咋
体
育
館
で
行
わ
れ
、
女
子
は
団

体
が
優
勝
、
個
人
で
は
中
村
結
乃

さ
ん
（
2
年
12
組
）
が
1
位
に
輝

き
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決

め
た
。

　

女
子
部
長
の
横
井
杏
奈
さ
ん

（
3
年
10
組
）
は
「
16
人
全
員
が

一
つ
に
な
れ
た
か
ら
こ
そ
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
切
符
を
掴
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
全
国
ベ
ス
ト
8
を
超
え
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

　

県
高
校
総
体
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競

技
は
、
5
月
31
日
か
ら
6
月
3
日

に
か
け
て
小
松
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
、
本
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は

ベ
ス
ト
8
の
結
果
と
な
っ
た
。

　

部
長
の
中
村
友
和
君
（
3
年
3

組
）
は
「
自
分
た
ち
の
実
力
は
出

し
き
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
北
信
越
出

場
に
届
か
な
か
っ

た
こ
と
は
心
残
り

で
す
が
、
こ
の
想

い
を
次
の
世
代
が

引
き
継
ぎ
、
目
標

を
叶
え
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま

　

県
高
校
総
体
柔
道
競
技
が
5
月

31
日
か
ら
6
月
2
日
に
か
け
て
県

【
県
高
校
総
体
結
果
】

◇
男
子
団
体

2
回
戦　

金
沢　
4－

0　
金
沢
龍
谷

準
々
決
勝　

金
沢　
5－

0　
泉　

丘

準
決
勝　

金
沢　
1－

2　
桜　

丘

◇
男
子
個
人

指
本
勝
稀
（
3
年
6
組
） 

5
位

山
田
幸
之
介（
2
年
7
組
） 5
位

清
水
周
泰
（
2
年
10
組
） 

5
位

◇
女
子
団
体

2
回
戦　

金
沢　
4－

0　
金
沢
龍
谷

準
々
決
勝　

金
沢　
1－

0　
星　

稜

準
決
勝　

金
沢　
2－

0　
羽　

咋

決　

勝　

金
沢　
3－
2　
桜　

丘

 

優
勝

◇
女
子
個
人

中
村
結
乃 
優
勝

塩
野
海
瑠
（
2
年
11
組
） 

5
位

𠮷
村
香
澄
（
2
年
12
組
） 

5
位

【
北
信
越
大
会
結
果
】

◇
女
子
個
人

𠮷
村
香
澄 

3
位

６年
連続
８
度
目
Ｖ

チ
ー
ム
一
丸
ベスト
８

総合
3位

◇
個
人
ダ
ブ
ル
ス

北
市
・
宮
永
ペ
ア 

優
勝

川
尻
･
松
本
涼
（
3
年
4
組
）

ペ
ア 

準
優
勝

宮
井
大
空
（
3
年
9
組
）・
源

侑
悟
（
2
年
7
組
）
ペ
ア

 

ベ
ス
ト
4

長
田
郁
也
（
3
年
11
組
）・
髙

木
優
（
3
年
2
組
）
ペ
ア

 

ベ
ス
ト
8

佐
藤
・
高
坂
真
智（
3
年
9
組
）

ペ
ア 

ベ
ス
ト
8

【
北
信
越
大
会
結
果
】

◇
団
体

1
回
戦　
金
沢　
3－

0　
藤　

島（
福
井
）

準
々
決
勝　
金
沢　
0－

2　
富
国
大
付（
富
山
）

 

ベ
ス
ト
8

◇
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

宮
永
竜
聖 

ベ
ス
ト
8

◇
個
人
ダ
ブ
ル
ス

宮
永
・
北
市
ペ
ア 

準
優
勝

　

同
じ
く
本
校
女
子
テ
ニ
ス
部
は

団
体
戦
で
初
の
優
勝
を
お
さ
め
、

個
人
戦
は
久
保
友
莉
佳
さ
ん
（
2

年
4
組
）
が
制
し
、
2
連
覇
を
成

し
遂
げ
た
。

　

部
長
の
須
藤
弥
優
さ
ん
（
3
年

2
組
）
は
「
団
体
戦
で
初
優
勝
を

決
め
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場

（２）

こ
の
想
い

　次世
代
に
託
す

男
女
共
に
団
体
3
位

中
村
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
決
め
る

女
子
団
体
優
勝

権
を
得
ま
し
た
。
そ
し
て
今
度
は

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
優
勝
と
い
う

大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
、
部
員

全
員
が
一
致
団
結
し
日
々
練
習
に

励
ん
で
い
き
ま
す
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

◇
団
体

2
回
戦　

金
沢　
2－

0　
小
松
明
峰

3
回
戦　

金
沢　
2－

0　
金
大
附
属

準
決
勝　

金
沢　
2－

0　
小　

松

決　

勝　

金
沢　
2－

0　
北
陸
学
院

 

優
勝

　

県
高
校
総
体
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
が
5
月
31
日
か
ら
平
成
6

月
3
日
に
か
け
て
、
野
々
市
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
で
行
わ
れ
、

本
校
女
子
バ
レ
ー
部
は
ベ
ス
ト
8

の
結
果
と
な
っ
た
。

 

部
長
の
荒
井
麻
緒
さ
ん
（
3
年

11
組
）
は
「
目
標
の
ベ
ス
ト
4
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
人

ひ
と
り
が
力
を
出
し
切
れ
た
試
合

で
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ト
内
、

◇
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

久
保
友
莉
佳 

優
勝

吉
田
奈
央（
2
年
4
組
） 

3
位

北
川
李
美（
2
年
8
組
） 

3
位

◇
個
人
ダ
ブ
ル
ス

北
川
・
関
野
未
知
留
（
2
年
6

組
）
ペ
ア 

準
優
勝

久
保
・
吉
田
ペ
ア 

3
位

コ
ー
ト
外
が
一
丸
と
な
り
、
全
員

で
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
応

援
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

1
回
戦　

金
沢　
2－

1　
鹿　

西

2
回
戦　

金
沢　
2－

0　
小
松
明
峰

準
々
決
勝　

金
沢　
0－

2　
金
沢
商
業

 

ベ
ス
ト
8

立
武
道
館
で
行

わ
れ
、
本
校
柔

道
部
は
男
女
共

に
3
位
と
な

り
、
北
信
越
大

会
の
出
場
権
を

獲
得
し
た
。
個

人
で
は
、
松
井

那
菜
子
さ
ん

（
3
年
3
組
）、

大
和
田
理
楠
さ

【
北
信
越
大
会
結
果
】

◇
団
体

1
回
戦　
金
沢　
3－

0　
高　

志（
福
井
）

準
々
決
勝　
金
沢　
2－

0　
水　

橋（
富
山
）

準
決
勝　
金
沢　
0－

2　
松
商
学
園（
長
野
）

3
位
決
定
戦

 

金
沢　
0－

2　
富
国
大
付（
富
山
）

 

4
位

　

県
高
校
総
体
自

転
車
競
技
が
5
月

31
日
か
ら
6
月
1

日
に
か
け
て
、
県

自
転
車
競
技
場
で

行
わ
れ
、
本
校
自

転
車
競
技
部
は
総

合
成
績
で
３
位
と

な
り
、
谷
村
晟
宰

君
（
2
年
10
組
）

が
個
人
種
目
で
北

ん
（
3
年
10
組
）
が
優
勝
し
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
駒
を
進
め
た
。

す
」
と
思
い
を
語
っ
た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

◇
団
体

1
回
戦　

金
沢　
36－

23　
石
川
高
専

準
々
決
勝　

金
沢　
22－

33　
小
松
明
峰

 

ベ
ス
ト
8

　

主
将
の
石
井
霞
純
君
（
3
年
10

組
）
は
「
団
体
優
勝
と
い
う
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
上
位
大
会
で
は
全
力

で
試
合
を
し
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
熱
く
語
っ

た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

◇
男
子
団
体

2
回
戦　

金
沢　
5－

0　
能　

登

3
回
戦　

金
沢　
5－

0　
金
沢
学
院

準
決
勝　

金
沢　
0－

3　
鶴　

来

 

3
位

◇
男
子
個
人

▼
60
㎏
級

安
井
遥
哉
（
3
年
10
組
） 

5
位

▼
66
㎏
級

関
軒
楽
生
（
2
年
12
組
） 

2
位

▼
73
㎏
級

草
間
康
生
（
2
年
12
組
） 

7
位

▼
81
㎏
級

粂
田
将
永
（
3
年
10
組
） 

3
位

▼
100
㎏
超
級

橋
高
義
人
（
1
年
12
組
） 

3
位

　県高校総体は５月から６月の期間
に県内各地で行われ、各部、同好会
の選手たちが熱戦を繰り広げた。

信
越
出
場
を
果
た
し
た
。

　

部
長
の
谷
村
君
は
「
う
ま
く
調

子
が
整
わ
ず
、
本
命
の
1
㎞
と
、

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
2
位
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
し
て
日
々
練

習
に
励
み
、
北
信
越
で
は
貪
欲

に
戦
お
う
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

◇
ト
ラ
ッ
ク
競
技

▼
ス
プ
リ
ン
ト

谷
村
晟
宰 

3
位

▼
１
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

谷
村
晟
宰 

2
位

▼
3
㎞
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
デ
ュ
ア
ル
パ
ー
シ
ュ
ー
ト

谷
村
晟
宰 

優
勝

▼
4
㎞
速
度
競
争

◇
女
子
団
体

準
決
勝　

金
沢　
0－

2　
津　

幡

北
信
越
代
表
決
定
戦

 

金
沢　
3－

0　
小
松
大
谷

◇
女
子
個
人

▼
52
㎏
級

山
﨑
朱
音（
2
年
10
組
） 準
優
勝

▼
57
㎏
級

山
出
愛
結（
2
年
7
組
） 準
優
勝

▼
70
㎏
級

松
井
那
菜
子 

優
勝

▼
78
㎏
級

大
和
田
理
楠 

優
勝

▼
78
㎏
超
級

入
口
紫
緒
里（
2
年
11
組
） 3
位

【
北
信
越
大
会
結
果
】

◇
男
子
個
人

▼
100
㎏
超
級

橋
高
義
人 

5
位

◇
女
子
個
人

▼
52
㎏
級

山
﨑
朱
音 

3
位

▼
78
㎏
級

大
和
田
理
楠 

3
位

谷
村
晟
宰 

2
位

▼
ケ
イ
リ
ン

谷
村
晟
宰 

2
位

▼
ス
ク
ラ
ッ
チ

谷
村
晟
宰 

2
位

▼
24
㎞
ポ
イ
ン
ト
レ
ー
ス

谷
村
晟
宰 

優
勝

◇
ロ
ー
ド
競
技

▼
個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

谷
村
晟
宰 

2
位

▼
総
合 

3
位

【
北
信
越
大
会
結
果
】

◇
ト
ラ
ッ
ク
競
技

▼
1
㎞
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

谷
村
晟
宰 

7
位

◇
ロ
ー
ド
競
技

▼
個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

谷
村
晟
宰 

5
位

北
信
越
出
場
決定

初
優
勝
に
輝
く

接
戦
制
し
北
信
越
優
勝 インターハイ出場を決めた宮永君

圧倒的な強さで優勝した
久保さん

コースを疾走する谷村君

声を出しチーム一丸で戦う選手たち

個人戦を制し
全国大会出場を決めた中村さん

安定したピッチングを見せた
中田さん

シュートを打つ野村君

果敢に攻める松井さん（右）



野 球

男子
バスケット

陸 上

少林寺
拳法

金 高 新 聞 第164号平成 30 年 7 月 20 日

水　
　
　
泳

　

北
信
越
地
区
高

等
学
校
野
球
石
川

県
大
会
が
4
月
21

日
か
ら
5
月
5
日

に
か
け
て
石
川
県

立
野
球
場
等
で
行

わ
れ
、
本
校
野
球

部
は
準
決
勝
で
航

空
石
川
に
敗
れ
た

が
、
北
信
越
出
場
権
を
獲
得
し

た
。

　

6
月
2
日
か
ら
4
日
ま
で
行

わ
れ
た
北
信
越
大
会
を
振
り
返

り
、
主
将
の
樫
見
俊
佑
君
（
3

年
11
組
）
は
「
2
回
戦
で
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

負
け
た
悔
し
さ
を
夏
の
大
会
で

晴
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

気
合
を
見
せ
た
。

　

県
高
校
総
体
陸
上
競
技
は
5
月

24
日
か
ら
5
月
26
日
に
か
け
て
、

県
西
部
緑
地
公
園
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
、
本
校
陸
上
部
は
男
子

2
0
0
ｍ
で
金
田
理
希
君
（
3
年

10
組
）
が
21
秒
31
、
男
子
砲
丸
投

で
木
下
翔
太
君
（
3
年
10
組
）
が

14
ｍ
92
の
県
高
校
新
を
そ
れ
ぞ
れ

マ
ー
ク
し
て
優
勝
し
た
。
男
子
は

3年越しの快挙
男子総合優勝

北
信
越
出
場
決
め
る

惜
し
く
も
優
勝
な
ら
ず

男子　
3
年
連
続

総
合
優
勝

（３）

3
年
連
続
の
総
合
優
勝
と
素
晴
ら

し
い
結
果
を
残
し
た
。

　

部
長
の
笠
松
広
輔
君
（
3
年
10

組
）
は
「
目
標
だ
っ
た
総
合
優
勝

と
1
6
0
0
ｍ
リ
レ
ー
で
の
大
会

新
記
録
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
個
人
で
も
多
く
の
選
手
が
入

賞
し
、
北
信
越
大
会
に
進
む
事
が

で
き
ま
し
た
。
選
手
そ
れ
ぞ
れ
の

　

県
高
校
総
体
少

林
寺
拳
法
競
技
が

6
月
1
日
か
ら
2

日
に
か
け
て
松
任

総
合
運
動
公
園
体

育
館
啓
武
館
に
て

行
わ
れ
、
本
校
少

林
寺
拳
法
同
好
会

は
、
男
子
組
演
武

の
竹
田
翔
君
（
3

年
2
組
）、
西
浦

稜
君（
3
年
4
組
）

が
3
位
と
な
り
、

　

県
高
校
総
体
水
泳
競
技
が
6
月

16
日
、
金
沢
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

本
校
は
男
子
が
総
合
優
勝
、
女
子

は
リ
レ
ー
種
目
す
べ
て
優
勝
と
い

う
輝
か
し
い
結
果
を
残
し
た
。

　

部
長
の
木
村
達
矢
君
（
3
年
9

組
）
は
「
男
子
が
3
年
ぶ
り
に
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
女
子
も
競

泳
で
準
優
勝
が
で
き
ま
し
た
。
個

人
競
技
で
も
全
力
を
尽
く
し
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
切
符
を
勝
ち
取

り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

◇
男
子
個
人

▼
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

池
田　

裕
（
2
年
6
組
） 

2
位

村
本　

成
（
2
年
3
組
） 

8
位

▼
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

池
田　

裕 

4
位

村
本　

成 

7
位

▼
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

木
村
達
矢 

2
位

加
藤
史
也
（
1
年
11
組
） 

4
位

林　

拳
士
朗（
1
年
3
組
） 7
位

▼
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ

北
信
越
大
会
出
場
を
決
め
た
。

　

部
長
の
西
浦
君
は
「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
で
き
な
か
っ
た
悔
し

さ
を
力
に
変
え
、
北
信
越
大
会
で

は
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

県
高
校
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
競
技

が
5
月
31
日
か
ら
6
月
3
日
に
か

け
て
志
賀
町
総
合
体
育
館
等
で
行

わ
れ
、
本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
は
惜
し
く
も
北
陸
学
院
に
敗

れ
、
準
優
勝
の
結
果
と
な
っ
た
。

　

部
長
の
坂
口
太
一
君
（
3
年
10

組
）
は
「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
ま
で
勝
っ
た
こ
と
の
な
い

相
手
に
勝
て
た
こ
と
は
自
分
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
も
の
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
結

果
に
満
足
せ
ず
、
ウ
ィ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
の
出
場
を
目
標
に
全
力

で
プ
レ
ー
し
ま
す
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

2
回
戦　

金
沢　
106－

35　
石
川
高
専

3
回
戦　

金
沢　
80－

64　
津　

幡

準
々
決
勝　

金
沢　
60－

58　
桜　

丘

準
決
勝　

金
沢　
80－

69　
金
沢
学
院

決　

勝　

金
沢　
62－

78　
北
陸
学
院

 

準
優
勝

【
北
信
越
大
会
結
果
】

1
回
戦　
金
沢　
79－

62　
高
岡
商
業（
富
山
）

目
標
を
意
識
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
１
人
で
も
多
く
出
場
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
た
。

【
県
高
総
体
結
果
】

◇
男
子

▼
１
０
０
ｍ

竹
内
璃
生
（
3
年
10
組
） 

優
勝

金
田
理
希 

2
位

笠
松
広
輔 

8
位

▼
２
０
０
ｍ

金
田
理
希 

優
勝

 

（
県
高
校
新
）

竹
内
璃
生 

2
位

▼
４
０
０
ｍ

金
田
理
希 

優
勝

中
山
泰
成
（
3
年
11
組
） 

8
位

▼
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

笠
松
･
竹
内
･
金
田
･
山
岸
立

輝
（
2
年
2
組
） 

優
勝

▼
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

笠
松
･
竹
内
･
谷
廣
隼
（
3
年

2
組
）
･
金
田 

優
勝

▼
走
高
跳

山
田
い
づ
る（
1
年
12
組
） 優
勝

山
﨑
関
喜
（
1
年
13
組
） 

7
位

▼
棒
高
跳

池
本
礼
也
（
2
年
11
組
） 

4
位

増
田
尚
希
（
2
年
9
組
） 

5
位

▼
走
幅
跳

笠
松
広
輔 

6
位

山
岸
立
輝 

7
位

▼
砲
丸
投

木
下
翔
太 

優
勝

 

（
県
高
校
新
）

渡
辺
聖
司
（
3
年
10
組
） 

2
位

▼
円
盤
投

渡
辺
聖
司 

3
位

卯
木
文
也
（
2
年
6
組
） 

7
位

▼
ハ
ン
マ
ー
投

鶴
尾
昂
樹
（
3
年
11
組
） 

4
位

木
下
翔
太 

7
位

宮
森
大
貴
（
2
年
8
組
） 

8
位

◇
女
子

▼
５
０
０
０
ｍ
Ｗ

森
下
彩
音
（
3
年
5
組
） 

4
位

▼
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

成
田
華
（
3
年
2
組
）
･
石
倉

奈
々
加
（
3
年
8
組
）
･
橋
愛

果
（
2
年
12
組
）
･
濱
田
麗
加

（
1
年
13
組
） 

4
位

▼
棒
高
跳

林　

莉
子
（
3
年
3
組
） 

5
位

▼
砲
丸
投

鶴
尾
奈
々
佳（
1
年
13
組
） 3
位

横
西
千
奈
（
2
年
11
組
） 

8
位

▼
円
盤
投

鶴
尾
奈
々
佳 

2
位

▼
ハ
ン
マ
ー
投

【
県
高
校
総
体
結
果
】

◇
男
子
組
演
武

竹
田　

翔
･
西
浦　

稜 

3
位

◇
女
子
組
演
武

喜
多
藍
理
（
3
年
5
組
）・
中
邑

凛
子
（
3
年
8
組
） 

5
位

◇
女
子
団
体
演
武 

3
位

【
北
信
越
大
会
結
果
】

◇
男
子
組
演
武

竹
田　

翔
･
西
浦　

稜 

6
位

◇
女
子
組
演
武

喜
多
藍
理
･
中
邑
凛
子 

6
位

昨
年
春
に
続
き
北
信
越
出
場

各
部
の
記
録

男
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

◇
男
子
団
体

1
回
戦 
金
沢 
3－

0 
鶴　

来

2
回
戦 
金
沢 
1－

3 
錦　

丘

◇
女
子
団
体

1
回
戦 
金
沢 
0－

3 
遊
学
館

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

◇
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
回
戦 
金
沢 
1－

2 
大
聖
寺
実
業

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

◇
2
人
チ
ー
ム
戦

金
沢
Ａ　

13
位

金
沢
Ｂ　

39
位

金
沢
Ｃ　

25
位

金
沢
Ｄ　

20
位

卓
球
部

◇
男
子
団
体

1
回
戦 
金
沢 
0－

3 
泉　

丘

◇
女
子
団
体

1
回
戦 
金
沢 
0－

3 
鹿　

西

弓
道
部

◇
男
子
団
体
予
選 

8
中
／
40
射

◇
女
子
団
体
予
選 

20
中
／
40
射

予
選
4
位

◇
女
子
準
決
勝 

22
中
／
60
射

 

10
位

2
回
戦 
金
沢 
1－

2 
泉　

丘

サ
ッ
カ
ー
部

木
村
達
矢 

2
位

加
藤
史
也 

5
位

林　

拳
士
朗 

6
位

▼
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

川
谷
内
雄
大（
3
年
1
組
） 優
勝

山
西　

空
（
2
年
12
組
） 

3
位

窪
田　

聖
（
3
年
5
組
） 

4
位

▼
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

山
西　

空 

優
勝

窪
田　

聖 

2
位

川
谷
内
雄
大 
3
位

▼
４
０
０
ｍ
自
由
形

舘
中
侑
次
郎（
1
年
13
組
） 5
位

杉
山　

蓮
（
1
年
5
組
） 

7
位

▼
１
５
０
０
ｍ
自
由
形

舘
中
侑
次
郎 

3
位

杉
山　

蓮 

4
位

▼
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

秋
葉
亮
人
（
1
年
13
組
） 

3
位

▼
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

白
井　

和
（
3
年
1
組
） 

8
位

▼
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

木
村
・
山
西
・
池
田
・
窪
田

 

優
勝

▼
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

窪
田
・
川
谷
内
・
池
田
・
村
本

山
崎　

萌
（
3
年
8
組
） 

4
位

井
口
由
架
（
3
年
11
組
） 

6
位

　

北
信
越
高
校
総
体
陸
上
競
技
は

6
月
14
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
福

井
県
営
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、

本
校
陸
上
部
は
男
子
2
0
0
ｍ
で

金
田
理
希
君
が
21
秒
16
の
県
高
校

新
を
マ
ー
ク
し
て
優
勝
し
た
。

【
北
信
越
大
会
結
果
】

◇
男
子

▼
１
０
０
ｍ

竹
内
璃
生 

3
位

▼
２
０
０
ｍ

金
田
理
希 

優
勝

 

（
県
高
校
新
）

▼
４
０
０
ｍ

金
田
理
希 

優
勝

▼
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

笠
松
･
竹
内
･
金
田
･
山
岸

 

5
位

▼
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

笠
松
･
竹
内
･
谷
廣
･
金
田

 

5
位

▼
砲
丸
投

木
下
翔
太 

3
位

準
々
決
勝　
金
沢　
70－

105　
東
海
大
諏
訪（
長
野
）

　

本
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
は
準
々
決
勝
で
金
沢
西
に
敗

れ
、
ベ
ス
ト
8
の
結
果
と
な
っ

 

優
勝

▼
８
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

窪
田
・
杉
山
・
木
村
・
大
久
保

知
哉
（
2
年
12
組
） 

3
位

▼
男
子
総
合 

優
勝

▼
男
子
競
泳 

優
勝

◇
女
子

▼
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

村
上
萌
絵
（
3
年
8
組
） 

優
勝

▼
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

村
上
萌
絵 

2
位

▼
１
０
０
ｍ
自
由
形

舘　

柚
希
（
3
年
7
組
） 

2
位

▼
２
０
０
ｍ
自
由
形

安
井
桃
香
（
1
組
10
組
） 

優
勝

舘　

柚
希 

2
位

▼
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

村
上
真
穂
（
1
年
8
組
） 

優
勝

安
井
桃
香 
3
位

▼
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

村
上
真
穂 

優
勝

▼
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

安
井
・
村
上
萌
絵
・

村
上
真
穂
・
舘 

優
勝

▼
４
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

安
井
・
村
上
真
穂
・

【
北
信
越
大
会
県
大
会
結
果
】

1
回
戦　
金
沢　
10－

0　
大
聖
寺

2
回
戦　
金
沢　
5－

0　
遊
学
館

3
回
戦　
金
沢　
9－

1　
桜　

丘

準
々
決
勝　
金
沢　
9－

0　
小　

松

準
決
勝　
金
沢　
1－

11　
航
空
石
川

【
北
信
越
大
会
結
果
】

1
回
戦　
金
沢　
1－

0　
上
田
西

準
々
決
勝　
金
沢　
6－

14　
高
岡
商

た
。

　

主
将
の
小
竹
朱
里
さ
ん
（
3
年

11
組
）
は
「
今
大
会
は
ベ
ス
ト
8

と
い
う
悔
し
い
結
果
に
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
最
後
の
挑
戦
に

な
る
冬
の
大
会
で
は
、
今
度
こ
そ

私
た
ち
を
支
え
て
下
さ
る
方
々
に

こ
の
チ
ー
ム
が
一
番
だ
と
い
う
証

明
を
し
て
き
ま
す
」
と
語
っ
た
。

【
県
高
校
総
体
結
果
】

2
回
戦　

金
沢　
97－

48　
輪　

島

3
回
戦　

金
沢　
60－

55　
桜　

丘

準
々
決
勝　

金
沢　
55－

91　
金
沢
西

 

ベ
ス
ト
8

村
上
萌
絵
・
舘 

優
勝

▼
８
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

村
上
真
穂
・
舘
・
村
上
萌
絵
・

安
井 

優
勝

▼
女
子
総
合 

3
位

▼
女
子
競
泳 

準
優
勝

女
子
は
ベ
ス
ト
8

金
田　
　
　
　
　
　

２
０
０ｍ
県
高
校
新
　

Ｖ

気合のこもった組演舞を見せる
竹田君（左）、 西浦君 シュートを打つ坂口君

厳しく攻め込む小竹さん
鋭いバッティングを見せる朝賀君

素晴らしい結果を残し充実した表情の選手たち 勝利を称え合う男子リレーメンバー
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　新
聞
部
で
は
ま
ず
、
昨
年
11
月

に
開
館
し
た
ば
か
り
の
「
学
び
の

杜
の
の
い
ち
カ
レ
ー
ド
」
を
訪

ね
た
。
カ
レ
ー
ド
は
「
万
華
鏡
」

に
由
来
す
る
言
葉
で
、
中
庭
か
ら

差
し
込
む
光
や
色
と
り
ど
り
の
帯

が
銀
色
の
天
井
に
映
え
、
と
て
も

美
し
か
っ
た
。

　さ
ら
に
本
の
自
動
貸
出
機
や
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
の
電
子
新
聞
、
図

書
消
毒
機
な
ど
、
最
新
の
設
備
が

備
え
ら
れ
て
い
る
。
驚
い
た
の
は

学
習
室
が
夜
10
時
ま
で
利
用
で
き

進化する図書館
　

「
本
を
借
り
、
読
む
場
所
」
と
い
う
図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
が
最
近
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
カ
フ
ェ

や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
調
理
室
等
を
備
え
た
複
合
施
設
型
図
書
館
は
、
今
で
は
市
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
大
い
に
賑
わ
う
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
歴
史
あ
る
資
料
を
保
管
し
、
次
代
に

伝
え
て
い
く
図
書
館
も
、
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
時
代
に
お
い
て
そ
の
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。
県

内
の
最
新
と
最
古
級
の
二
つ
の
図
書
館
を
取
材
し
、
違
い
と
特
色
を
調
べ
て
み
た
。

る
点
で
、
最
長
3
時
間
座
席
を
確

保
で
き
る
。
ま
た
、
館
内
に
は
カ

フ
ェ
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
借
り

て
き
た
本
を
手
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

む
こ
と
が
で
き
る
。

　カ
レ
ー
ド
に
は
図
書
館
だ
け
で

は
な
く
、
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
や

音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
創
作
ス
タ
ジ
オ

や
市
民
展
示
室
も
併
設
し
て
お

り
、
市
民
が
芸
術
に
親
し
め
る
憩

い
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

　元
々
は
野
々
市
中
央
地
区
の
賑

わ
い
創
出
の
一
環
と
し
て
建
て
ら

れ
た
。
職
員
の
矢
嶋
竜
太
さ
ん
に

よ
る
と
、
最
近
は
全
国
的
に
様
々

な
施
設
を
兼
ね
備
え
た
複
合
図
書

館
が
増
え
て
お
り
、
多
く
の
住
民

部員
募集中!!
部員
募集中!!

の
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　矢
嶋
さ
ん
は
私
た
ち
高
校
生
に

対
し
て
、「
読
書
を
す
る
と
視
野

が
広
が
り
ま
す
。
若
い
人
は
是
非

多
く
の
本
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　次
に
私
た
ち
が
訪
れ
た
県
立
図

書
館
は
、
1
9
1
2
（
明
治
45
）

年
に
現
在
の
兼
六
園
に
て
開
館
し

た
。
1
9
6
6
（
昭
和
41
）
年
に

現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
、
歴
史
は

1
0
0
年
以
上
に
な
る
。
こ
の
図

書
館
は
ま
さ
に
「
石
川
県
の
図
書

館
の
中
心
的
な
存
在
」
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
2
つ

あ
る
。

　1
つ
目
は
、
本
の
検
索
シ
ス
テ

ム
が
優
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
も

し
、
探
し
た
い
本
が
近
く
の
図
書

館
に
な
か
っ
た
場
合
、
県
立
図
書

館
が
提
供
す
る
横
断
検
索
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
県
内
の

他
館
の
蔵
書
か
ら
探
し
た
い
本

を
見
つ
け
、
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
。

　し
か
も
、
県
内
で
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
連
携

し
て
い
る
東
海
北
陸
地
区
の
図
書

館
か
ら
、
本
の
取
り
寄
せ
を
し
て

も
ら
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
便

利
な
シ
ス
テ
ム
だ
が
私
た
ち
高
校

生
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

よ
う
で
、
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
え
れ
ば
読
書

を
よ
り
身
近
に

感
じ
る
足
が
か

り
と
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思

う
。　2

つ
目
の
理

由
は
、
保
存
図

書
館
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と

だ
。
現
在
の
蔵

書
数
は
約
85
万

冊
で
、
こ
れ
は

県
内
の
図
書
館

で
は
最
多
で
あ

る
。
石
川
の
文

献
や
郷
土
資
料

を
、
長
年
に
わ

た
っ
て
集
約
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
成
し
遂
げ
た
数
字
だ
。
実
際

に
書
庫
を
案
内
し
て
も
ら
う

と
、
膨
大
な
書
籍
が
整
然
と
保

管
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
歴
史

の
深
さ
に
感
銘
を
受
け
た
。

　街
の
中
心
に
あ
る
こ
の
図
書

館
は
住
民
の
ほ
か
、
県
外
の
観

　今
号
が
自
分
と
し
て
最
後
の

新
聞
部
の
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
締
め
切
り
に
追
わ
れ
な
が

ら
も
部
員
で
一
丸
と
な
り
完
成

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
と
な

れ
ば
楽
し
い
思
い
出
で
す
。
自

分
が
作
っ
た
文
章
を
多
く
の

方
々
に
読
ん
で
も
ら
え
る
新
聞

部
の
活
動
を
通
し
て
、
た
く
さ

ん
の
充
実
し
た
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材
や
編

集
に
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

仮
坂

　美
香
子
（
3
年
2
組
）

　今
回
の
新
聞
の
作
成
は
後
輩

の
指
導
と
い
う
仕
事
も
加
わ
っ

て
、
今
ま
で
よ
り
忙
し
か
っ
た

と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
新
聞
を
完
成
さ
せ
た

時
の
達
成
感
は
い
つ
も
以
上
で
し

た
。
こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
引
き

続
き
頑
張
っ
て
新
聞
を
作
成
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

西
田

　京
平
（
2
年
2
組
）

　自
分
自
身
2
回
目
の
新
聞
作
成

と
な
っ
た
の
で
す
が
、
前
回
の
作

成
の
反
省
を
踏
ま
え
計
画
性
を

持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
部
員
が
増
え
、
協
力
し
、

完
成
さ
せ
た
時
の
達
成
感
は
大
き

か
っ
た
で
す
。
今
後
の
活
動
も
協

力
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す

則
竹

　孝
哉
（
2
年
3
組
）

　入
部
し
て
初
め
て
の
新
聞
作
り

と
い
う
こ
と
で
、
大
変
な
こ
と
は

想
像
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ト
ラ

ブ
ル
も
あ
り
想
像
以
上
の
大
変
さ

光
客
も
訪
れ
る
。
建
物
は
レ
ト
ロ

な
雰
囲
気
に
溢
れ
、
自
習
室
も
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
で
集
中
で
き
そ

Bonjour
（こんにちは）

　

本
校
で
は
４
月
か
ら
フ
ラ
ン
ス
出
身
の
カ
ミ
ー
ユ
・
テ
ィ
バ

ル
さ
ん
が
２
年
４
組
の
留
学
生
と
し
て
、
学
び
舎
を
共
に
し
て

い
る
。
仏
・
英
・
日
の
３
か
国
語
を
話
し
、
本
校
で
の
生
活
に

も
馴
染
ん
で
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
カ
ミ
ー
ユ
さ
ん

の
今
の
思
い
を
聞
い
て
み
た
。

行
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
、

う
れ
し
そ
う
に
語
り
、「
ジ
ブ

リ
」
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
ア

ニ
メ
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
将
来
の
夢
は
ゲ
ー
ム
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
も
し
く
は
ア
ニ
メ
ー
タ
ー

に
な
る
こ
と
ら
し
い
。

　日
本
の
学
校
に
つ
い
て
聞
く

と
、「
制
服
が
あ
る
こ
と
や
、
教

室
で
食
事
を
す
る
こ
と
に
驚
い

　カ
ミ
ー
ユ
さ
ん
が
日
本
へ
の
留

学
を
決
め
た
理
由
は
、「
フ
ラ
ン

ス
と
は
違
う
生
活
を
し
て
み
た

か
っ
た
こ
と
と
、
日
本
の
ア
ニ
メ

の
文
化
を
体
験
し
た
か
っ
た
」
と

い
う
思
い
か
ら
だ
っ
た
。
実
際
日

本
に
来
て
、「
ア
ニ
メ
イ
ト
に

た
」
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
制

服
が
な
く
、
昼
食
も
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
で
食
事
を
済
ま
せ
る
よ
う
だ
。

　カ
ミ
ー
ユ
さ
ん
に
母
国
の
魅
力

を
聞
い
て
み
る
と
、
世
界
遺
産
の

モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
絶

景
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
等
の
自
然
が

す
ば
ら
し
い
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　カ
ミ
ー
ユ
さ
ん
は
来
年
1
月
ま

で
の
期
間
、
本
校
で
世
界
史
や
日

本
史
、
書
道
を
重
点
的
に
学
ぶ
つ

も
り
で
、
日
本
の
文
化
に
慣
れ
親

し
み
た
い
と
語
っ
て
い
た
。
皆
さ

ん
も
カ
ミ
ー
ユ
さ
ん
を
見
か
け

た
ら
、
気
軽
に
話
し
か
け
て
ほ

し
い
。

で
し
た
。
し
か
し
、
協
力
し
て

新
聞
を
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
き

の
達
成
感
は
非
常
に
大
き
か
っ

た
で
す
。

松
岡

　直
哉
（
1
年
1
組
）

　部
員
に
な
っ
て
初
め
て
の
新

聞
作
り
の
中
、
た
く
さ
ん
の
手

助
け
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩

方
、
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
す
が
、
教
わ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
ず
、
次
回
以
降
の
活
動
に

活
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

越
田

　涼
子
（
1
年
4
組
）

う
だ
。
副
館
長
の
高
嶋
厚
子
さ
ん

は
「
利
用
者
の
方
が
求
め
る
書
籍

や
情
報
を
的
確
に
提
供
し
て
い
き

ア
メ
リ
カ
海
外
研
修
に
27
人
参
加

★★
★
★★

★★
★
★★

　

本
校
の
海
外
研
修
は
３
月
10
日
か
ら
22
日
ま
で
、
ア
メ
リ

カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
行
わ
れ
、
27
人
の

参
加
者
が
異
文
化
体
験
を
通
じ
て
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
た
。

　未
知
な
る
世
界
に
夢
を
膨
ら
ま

せ
、
ア
メ
リ
カ
の
地
に
到
着
し
た

生
徒
た
ち
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

現
地
の
高
校
で

異
文
化
を
学
ぶ

の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
す
ぐ

に
打
ち
解
け
、

英
語
で
親
し
く

会
話
す
る
姿
が

見
ら
れ
た
。

　現
地
で
は
バ

デ
ィ
と
呼
ば
れ

る
世
話
係
の
高

校
生
と
一
緒

に
、
現
地
の
高

校
で
授
業
を
体
験
し
た
。
さ
ら

に
授
業
の
ほ
か
に
も
ダ
ン
ス

や
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
を

学
ぶ
機
会
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
異
文
化
経
験
を
楽
し
ん
だ
。

　期
間
中
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
「
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
」
な

ど
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
行
っ
た

り
、
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
に
訪
れ
た
り
す
る
な

ど
、
存
分
に
ア
メ
リ
カ
生
活
を

満
喫
し
て
い
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

家
に
ス
テ
イ

家
に
ス
テ
イ

家
に
ス
テ
イ

｢本を読む｣だけじゃない！

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ

ば
、
県
立
図
書
館
は
移
転
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
知
的
な

活
気
に
あ
ふ
れ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

図
書
館
」
を
目
指
す
そ
う
だ
。
新

し
く
な
る
県
立
図
書
館
に
も
、
今

後
期
待
が
高
ま
る
。

　二
つ
の
図
書
館
を
取
材
し
て
、

図
書
館
が
「
読
書
を
す
る
場
所
」

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
目

的
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
建
て
ら
れ
た
時
代
も
、

施
設
内
容
も
ま
る
で
違
っ
た
二
つ

の
図
書
館
だ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も

地
域
と
の
結
び
付
き
を
大
切
に

し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
発

展
を
続
け
て
い
る
。
高
校
生
は
勉

強
も
部
活
も
忙
し
く
、
な
か
な
か

図
書
館
に
行
く
と
い
う
時
間
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
記
事
を
き
っ
か
け
に
是
非
図
書

館
に
出
向
い
て
み
て
ほ
し
い
。
新

し
い
本
と
の
出
会
い
は
も
ち
ろ

ん
、
地
元
に
あ
る
図
書
館
の
個
性

と
努
力
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と

思
う
。

カ
レ
ー
ド

県
立
図
書
館

カ
フ
ェ
や

音
楽
ス
タ
ジ
オ
も

図
書
館
へ
行
こ
う
!

重
要
な
資
料
を

多
数
保
管

斬新なデザインが印象的な「学びの杜ののいち　カレード」

キッチンスタジオも併設されている

自動貸出機や図書消毒機、
大型スクリーンの電子新聞が

利用者に好評だ

金沢の観光地の中心に位置する県立図書館

フランスと日本との違いについて語るカミーユさん

お世話になったホストファミリーと

現地の高校で授業を体験した

カミーユ！

夢
を
追
い
求
め
日
本
へ

県立図書館の書庫を
案内してくれる高嶋副館長




